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　ヒラメなどの異体類の多くの魚種が極沿岸域を成育場とし，成長にともない漁獲加入前の若齢期には沖

合のより深い海域に分布するようになる．成育場が成魚の分布域より浅い海域に形成されるという特徴は，

多数の魚種に共通する特徴でもある1）．そして，成長にともなう深浅移動は，若齢期の資源変動や成長と

密接に関連すると想定される．例えば，ヒラメでは沖合に分布するようになった若魚が，混獲という形で

不合理に漁獲されることが知られている．また，成育場の環境が良好であっても，その後の分布域の環境

が不適であれば成長は抑制され，減耗率が高くなると予測される．

底魚類の深浅移動には水温，底質，餌料生物分布等の環境条件が密接に関係すると考えられる．また，

環境条件のいくつかは海中構築物により制御が可能である。本調査では若齢魚の分布範囲や移動時期制御

のための工学的手法の導入を前提に，成長にともなう分布，移動の実態を把握し，分布，移動と環境との

関わりを明らかにすることを目的とした．対象とした魚類は，ヒラメ及びシタビラメ2種（コウライアカ

シタビラメ及びアカシタビラメ）で，成育場からの移出を焦点として成長段階別の分布を調査した．また，

深浅移動への関与が推測される環境条件として，餌料生物分布，底質及び潮汐に注目し，これらと分布と

の関係を検討した．

　　　　　　　　　　　　　　　調査方法

　調査海域は，長崎県南部の砂浜海岸（加津佐町前浜及び野母崎町高浜）地先浅海域及び有明海湾奥東部

（福岡県地先）（図1）で，前者ではヒラメを，後者ではシタビラメ2種を対象とした．前浜及び高浜は磯浜

域の小規模な砂浜海岸である．ともに海岸線の延長はおよそ500mで，基準水面下の海底勾配は約1／50で

ある．有明海湾奥東部は，有明海の中でも河川水の影響を強く受ける干潟の発達した海域で，春季の大潮

時の潮差は5m以上に達する。

　採取漁具には、網口幅２ｍの小型桁網（藤井ら2)を一部改変し、網地をナイロン捩網としたもの）を

用い、対象種の極沿岸生活期を中心に、舷側として
1回／月の間隔で定期的に採集を行った。捩網の目　　、覗　　　　・　　　蜀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有明海合は2．1㎜を用いた．ただし，1990年7月～’91年1
月の有明海の調査では目合3．7mmの網地を用いた．五島£　騰・．・繍・

また，調査海域は，潮差が大きいことが特徴の一つ　　　　　　　‘　橘湾

であることから，対象種の分布移動と潮汐との関係　　　匝1鼠　　　　　プ

を明らかにするため，連続採集により分布日周期を　　　　　　　　　囮．

調査した。なお、桁網は1.4～4・9トンの漁船により　図1．調査海域図（TK：野母崎町高浜地先，

船速約1．5ノットで曳網し，各曳網定線では表層及　　ME：加津佐町前浜地先・FA：福岡県地先有明海）

＊現退職

　　　　　　　　　　　　　　　　

一　64　一



び底層の水温，塩分を測定した．なお，成育場移出後の分布について，漁業者を対象としたアンケート調

査及び聞取り調査を実施した．

　ヒラメ0歳魚の採集は，2，4，6，8m等深線を基本定線として，満潮及び干潮時に水深別に行い，

10m以深の海域ではビーム網（ビーム長4m，コッドエンドの目合5㎜）も用いた．成育場におけるヒラメ

の主要な餌料生物であるアミ類の採集には，網口幅60cm（目合0．76㎜）のソリ型ネット（Ⅱ型）3）を用いた．

また，秋季の0歳魚接岸時期に並型魚礁設置域において，ライントランセクト法による潜水観察を行った．

一方，シタビラメ2種にっいては調査海域がのり養殖場となっているため，船通しや潮通しに当たる海面

に定線を設定し（のり小間内は，養殖期間以外も折れた支柱が残っているため曳網炉出来ない），上述の小

型桁網により採集を行った．採集魚頗は10％ホルマリン海水溶液中に1カ月以上保存後測定を行った．ま

た，ヒラメ及びコウライアカシタビラメの一部の標本にっいては消化管内容物を調査した．

　福岡県地先有明海及び加津佐町地先では，港研式採泥器（採泥面積15cm×25cm）により採泥を行い，乾式

及び湿式の篩い分け法により粒度組成を求めた．また，福岡県地先有明海では同時にマクロベントス（篩

いの目合は0．5㎜を使用）を採集した．

　　　　　　　　　　　　　　　　調査結果及び考察

（1）ヒラメ

（1）一1　成長段階別分布

　加津佐町前浜地先では着底稚魚が3月から採集された．長崎県北部の平戸島志々伎湾では着底稚魚、が4

月初旬から出現すると推定されており4)，調査海域での出現時期はこれより1カ月早かった。福岡から鹿

児島までの海域のヒラメの成熟度指数は，北部群が2～4月，南部群が2～3月に最も高くなる5）．また，

八代海及び周辺海域では1月から浮遊期仔魚が採集されている6)．したがって，前浜地先が県南に位置す

るため県北の志々伎湾より着底稚魚の出現時期が早かったと推察される．調査は3月以降に行っているた

め2月に着底稚魚が出現するか否かは不明であるが，3月に採集した稚魚の発育段階から本格的着底は3

月以降に起きると考えられた．また，採集0歳魚の体長組成（図2，3）およびステージ組成4,7）（表1）か

ら明らかなように着底は5月まで継続した．着底後の成育場（満潮時の水深が10m以浅の海域）における0

歳魚分布密度（単位面積当たりの採集個体数）の季節変化を図4に示した．着底にともなう高減耗期8）を経

過したと考えられる体長15㎜以上の0歳魚にっいてみると，分布密度は5月に最も高くなり，6，7月に

は急激に低下した．1991年の加津佐前浜地先採集魚の体長組成（図2）を見ると，6月には早期に着底した

個体の一部は体長100㎜までに成長しており，6，7月の分布密度の低下は大型個体の成育場移出によると

推察される．また，’91年の0歳魚の水深別分布密度をみると，4～6月を通して2m水深帯の密度が最も

高かったものの，5月にはより深い水深帯で大型個体（体長60～80㎜）の割合が高くなっていた（図5）．し

たがって，この年には体長70㎜前後から成育場移出（沖合域への分布拡大）を始める0歳魚が出現した可能

性が高い．

　成育場移出後の0歳魚の分布を確認するため，8～12月に加津佐町及び隣接の口之津町地先の水深30m

以浅海域で数回の曳網調査を行った．しかしながら，桁網，ビーム網いずれでも0歳魚は採集できなかっ

た．また，聞取り調査では秋季に魚礁周辺域でヒラメの釣漁業が操業され，11月には調査海域近隣の定置

網に0歳魚（全長25cm程度）が入網する等の0歳魚の接岸を裏付ける情報が得られた。そこで，1992年11月

に水深35m前後の並型魚礁周辺域において潜水観察を行ったがヒラメ0歳魚は観察されなかった．0歳魚

が採集できなかった一因として，成育場移出後は分布域の拡大が分布密度の低下をもたらし，このため採

集努力量が不十分であったことが推察される．玄海灘や新潟沿岸のような大規模な棚浜海岸地先では大型

漁具の使用が可能で，底曳漁具により成育場移出後の0歳魚が採集されているが，今回の調査海域では天

然礁や礫場が散在するため，底曳漁具の操業できる海面が限られ，採集方法に問題を残した．一方，魚礁
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　　　　　　　　　枠外の黒い棒グラフが分布密度（採集個体数／100㎡）
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　図6．前浜地先の調査海域における底質の粒度組成．凡例（左上）の単位は1／1000mmで各篩
　　　　に残った粒子の重量組成を示した．四角枠内（N，成育場）の水域では定点1が岸寄り
　　　　の北側，定点10が沖寄りの南側の定点．△は並型魚礁設置域．

　　　　　表2．満潮及び干潮時のヒラメ0歳魚水深別分布密度（採集個体数／100㎡，1991）
　　　　　　　　（固定定線，各数値は連続採集による昼，夜各1回の調査結果の平均）

　　　　　　　調査時期　　　　　　　　3月　　　　　　　　　　　5月
　　　　　　　定線番号　　　　1　　2　　3　　4　　　1　　2　　3　　4

　　　　　　　満潮分布密度　0・838・962・292・15　6・108・750・001・26
　　　　　　　　水深（m）　2，6　4。7　6．8　8．8　　2．2　3．9　6．0　8．2

　　　　　　　　分布密度　　一　21．463．37L55　　－　7。820．321．72　　　　　　　干潮水深（m）　一　2．4　4．4　6．0　　－　2．3　3．7　6．3

　　　　　　　　　　　　　　採集魚平均体長；3月：12．8㎜，5月：47．7m皿

周辺域で操業する自家用餌料曳きの漁業者もヒラメ0歳魚の入網はまれとしており，成育場移出の際の移

動がかなり急激かつ長距離にわたって行われること（調査海域外へすみやかに移動すること）も考えられた．

（1）ｰ2環境条件と0歳魚分布との関係

　加津佐町地先の採泥試料の粒度組成を図6に示した．成育場内ではいずれの地点でも細粒砂（粒径0.25

～0．125㎜）が過半を占め，汀線側では中粒砂（0．5～0．25㎜），沖側では微粒砂（0．125～0．063㎜）の割合が

高かった．これに対し，水深20m以深の成育場沖合域及び魚礁周辺域では中粒砂の割合が最も高かったも

のの，細礫を含む極粗粒砂～粗粒砂（粒径0．5㎜以上）を多く含むことが特徴的であった．他海域のヒラメ

0歳魚分布域の粒度組成は成育場，移出後の分布域ともに細粒砂～中粒砂と報告されており9)成育場沖

合域の粒径が粗かったことは，この海域の潮流が卓越していることを反映した結果と考えられる。また，

成育場沖合域では0歳魚が採集できなかったことから，底質の粒径が大きく，潮流が速い等の環境条件は

0歳魚の分布にとって不適である可能性が高い．なお，有明海湾奥部では泥分の多い砂泥質の干潟域が発

達しているが，砂質底の三池港防波堤沿いでは年により多くのヒラメ0歳魚が出現した．'90年5月の0

歳魚分布密度は8．3尾／100㎡で，加津佐町前浜地先と同様な値を示した．

　潮汐が成育場内のO歳魚の水平分布（分布水深）に及ぼす影響を連続調査により調査した．表2に3月及

び5月の水深別の0歳魚分布密度を示した．3月は着底期に，5月は成育場の分布密度が最大となる時期
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　　　1　糧　。。　図8　満潮時10m以浅におけるヒラメ０歳魚とアミ類分布密度の関係
（“　　凱曜」…㎜　　　　　　　　　　　　　●：前浜（1992），◇：高浜（1991），下の図の

　　　　。2虚ρ優h‘1，81。　　アミ類は前の月の採取結果）

　　図9．ヒラメ0歳魚移入期（3月）の
　　　　　　0歳魚（Po）とアミ類（My）の満

　　　　　潮及び干潮時における水深別
　　　　　分布（前浜地先）　　　　　　　　　表4．着底後間もないヒラメ0歳魚（Ｉ1～Ｉ2ステージ）の摂餌状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　括弧内の数字は標準偏差（加津佐町前浜）
表3．加津佐町前浜及び野母崎町高浜地先の満潮時
　　10m以浅水域におけるアミ類分布量（水深別　　　　　　　　　　　　　　　　　　1991　　　　1992

　　採集量の平均値）の月別変化（N／m2）　　　標本数　　　20　　20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体長（㎜）、12．29（0．54）1L26（0．69）

　　調査月　3456　　 肥満度　　 1．51（0．15）1．38（0．16）

　　前浜地先（1991）　1351126　341　910　　　　　　摂餌個体の出現率（％）　　　80　　　　10
　　前浜地先（1992）　34　47　87　　一　　　　　　胃充満度指数（SCWIBW，％）　2．96（3．09）　0．24（1。00）

　　高浜地先（1990）　　一F　－　30　　一　　　　　　胃内容物重量組成（％）My　　100　　　　97

　　高浜地先（1991）　　一　47　113　128　　　　　　　　　　　　　　　Co　　　O　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胃内に見られた生物群はアミ類（酌）及び澆脚類（Co）のみ
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に相当し，採集魚の発育ステージ区分は3月がF～Ｉ4ステージ（Ｉ1～Ｉ3が87％），5月がＩ2～Ｉ4ステー

ジ（Ｉ4が95％）であった．なお，昼夜で0歳魚の採集量には差が認められたが，水深別の分布傾向は同一で

あったので昼夜の平均値を表示した．3月，5月ともに定線2，すなわち満潮時が4m，干潮時が2mと

なる水深帯で0歳魚の分布密度が最も高かった．潮汐に関わらず同一の定線で分布密度が最も高かったこ

とは，0歳魚が分布の中心を移動させてはいないことを意味し，成育場内の0歳魚の分布に対する潮汐の

影響が小さいことを示唆している。5月の調査では，定線2で採集した0歳魚110尾に鰭カットを行い同

一定線に放流したが，放流21時間後までの連続調査期間中に再捕された標識魚17尾はすべて放流定線で採

集され，これを裏付けている．ただし，2m以浅の海域の分布密度は不明であり，潮汐の影響は地形（例

えば海底勾配）との関連も強いことから，他海域での調査結果と合わせ，さらに検討が必要と考えられる．

一方，着底期の0歳魚が主体であった3月と異なり，5月の0歳魚は満潮時の2m水深帯にも比較的高い

分布密度を示した．また，6，7月には上述のように大型個体から沖合に移出すると考えられるので，成

育場内の0歳魚の主要な分布水深は成長にともない深→浅→深と変化すると言える．水深の絶対値は異な

るものの，同様な移動傾向は他の海域でも認められている10)．

　成育場内のヒラメ0歳魚の分布及び成育場移出には成育場の餌料環境が重要な要素と考えられる11）．

図7に上述の5月の連続調査におけるヒラメ0歳魚と餌料生物であるアミ類の分布密度の関係を示した．

両者にはゆるい正の相関（危険率2％）が認められた．一方，アミ類の分布密度と同一成育場の年度間，あ

るいは異なる成育場間の0歳魚分布密度にも関連が見られ，特にアミ類分布密度の低かった高浜地先及び

’92年の前浜地先（表3）では体長40㎜以上に成長した0歳魚の採集割合が極めて少ないこと（図2，3）が注

目された．そこで，’91年の高浜と前浜地先及び’92年の前浜地先の3～6月の調査結果をもとに，成育場

内の0歳魚分布密度とアミ類分布密度の関係を比較検討した（図8）．その結果，体長15㎜以下の着底後間

もない0歳魚では両者に相関が認められなかった．これに対し，体長15㎜より大型の0歳魚の分布密度は

0歳魚が採集された前の月のアミ類分布密度との間に有意な正相関を示した。この結果は，0歳魚の調査

海域への移入，着底は餌料分布密度に関わらず起こるが，その後の成長，移出あるいは生残には餌料環境

が密接に関係することを示唆している．’91，’92年3月（0歳魚移入時期）の前浜地先の0歳魚及びアミ類

の水深別分布をみると（図9），両年のアミ類分布密度にはおよそ4倍の差が認められ，さらに，アミ類分

布密度の低かった’92年には両者の分布水深が明らかに異なっていた。このため，両年の着底稚魚にとって

利用可能なアミ類の量には10倍以上の差が存在したと推察される。表4に示したように，両年の0歳魚の

摂餌状況は極端に異なり，，92年の着底稚魚の胃充満度指数は’91年の1／10以下であり，餌料環境の相違を

裏付ける結果となった．これまでに得られている結果からは，餌料環境が不適なもとでも着底稚魚が調査

海域外に移出するとは考えにくく，着底後早期に大量減耗が生じている可能性が高いが，減耗の実態（例

えば食害による斃死）は不明であり，今後さらに調査資料を蓄積し検討する必要があろう．また，着底期

の0歳魚の生残率向上を目的とした餌料環境改善の有効性は極めて高いと推定されることから，10m以浅

のごく浅い海域における餌料（アミ類）培養のための工学的手法の開発も重要であろう。なお，アミ類の採

集に用いた漁具では，着底後間もない0歳魚の餌料となるようなサイズのアミ類は編目逸失を起こしてい

る可能性が大きい12）．しかしながら，ここでは着底稚魚が利用可能な小型のアミ類分布密度と採集され

たアミ類分布密度は正比例するとして考察を進めた．

（2）シタビラメ類

（2）一1成長段階別分布

　有明海のコウライアカシタビラメ，アカシタビラメにっいては，漁業実態や成魚の分布と移動，産卵期

13），浮遊期仔稚魚の分布14）が報告されているが，着底後の0歳魚の分布生態にっいてはこれまでほとん

ど知見がなかった．

　体長15㎜以下（着底後間もない0歳魚）のコウライアカシタビラメは3月下旬から5月下旬にかけて出現

した（図10）．有明海における本種の産卵期は3月中旬から4月中旬で，着底までに約1カ月を要する15）こ
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図10．福岡県地先有明海採集コウライアカシタ　　図11．福岡県地先有明海採集アカシタビラメ
　　　ビラメの年別月別体長組成　　　　　　　　　　　（デンベエ)の年別月別体長組成

とから，着底稚魚の出現期は既往の知見とよく一致した．また，体長組成の推移から0歳魚は11月頃まで

急速に成長し，冬季の成長速度は極めて遅いと推測された．一方，体長15㎜以下のアカシタビラメは8～

10月に採集された（図11）．ただし，1990年7月25日には平均体長44．7㎜，’91年7月25日（小網による採集

標本）には平均体長34．8㎜のアカシタビラメが採集され，以下の理由でこれらの標本は0歳魚と推察され

た．アカシタビラメ0歳魚の成長は，体長組成の推移から12月～翌年3月までの間停滞すると考えられた．

しかし，着底後の12月までと翌年の4～6月は比較的順調な成長が読み取れ，1歳直前の6月の0歳魚は

いずれも体長80mmを越していた．また，有明海のアカシタビラメの産卵期は6～8月14）であり，浮遊生活

期間もコウライアカシタビラメより短い（産卵期の水温との関係）と推定されることから，早期に着底した

0歳魚の体長が7月末に40㎜に達することは十分考えられる．さらに，’90年と’91年の7月に使用した漁

具は目合が大きかったため，小型個体が網目逸出を起こた可能性が高い．したがって，アカシタビラメの

着底期間は7月から10月までの長期間にわたると推測される．なお，両種の1年間の成長は，コウライア

カシタビラメが約150㎜，アカシタビラメが約130㎜と推定された．

　両種の0歳魚の季節別水平分布を図12，13に示した。コウライアカシタビラメ0歳魚は，5月には河口

域及び沿岸寄りの海域に多く分布し，8月にはやや沖側の浅海域に分布を広げた．10月になると沖側の浅

海域及び筑後川沖のやや深い海域に多く，翌年2月には採集尾数そのものが著しく減少した．なお，5月

15～16日には筑後川及び沖端川河口域では0歳魚が採集されなかったが，5月27日にはこの海域で多くの

0歳魚が採集された．5月15～16日の調査は大雨による出水後行ったため，この影響を受け，河口及び河

口周辺域での分布が認められなかったと考えられる．図14にはコウライアカシタビラメ0歳魚分布密度の

採集水深別季節変化を示した．2～4mの浅い定線では5月に分布密度が最大となり，その後2月まで減

少が続いた．これに対し，4～6mの定線では6月，6～8mの定線では10月に分布密度が最大となった．

これらの結果から，調査海域に移入してきたコウライアカシタビラメ0歳魚は成長とともにより沖側ある

いはより深い海域側に分布域を変え，冬季には調査海域から移出すると推察される．なお，図14で2～4
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　　L5
　＝　　　　　　　　　　　　　　　　一一←2－4n
　∈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一〇…4＿6m　　　　　　　表5　コウライアカシタビラメの消化管内にみられた餌料生物群の出現頻度
　O　L2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福岡県地先有明海（1990），括弧内の数字は餌料生物平均個体数／摂餌個体）

　o　　　　　　　　　　　　　一◇・・6－8n
　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摂餌個休の　　　　　　生物詳別出現頻度（％）

　班．9　　　　　　　　　　　帳㈲躰数出鄭（％）ヨコ・暇椀螺多顯その他
　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10～20　3　　33　　33（4．0）66（11。0）　0　　　0
　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20～30　1　　100　　100（5．0）100（3。0）　0　　　0
　三．5　　’戸・、　　　　　　　　　　30～4011　64　45（5，6）55（9．7）0　　0
　一　　’■　、　　．金　　　　　　40～50．4　50　25（1・0）50（L5）〇　一〇
！．3・’●△。、＼、，！’・③　　　翻l　il　i鰯羅i　l
　8　　　．9　　・・畜、　　　　　’〆　　80～903　67　33（1．0）0　　0　67
　　　　　　　　　　ヤヘ　　　　のの　じ　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　’・●／　’ぐ．一一　’　　　90～100　4　100　100（15，8y　O　　25　　0
　　0　　　A　阿J　」　A　S　O層　D　J　F　H　　100～150　3　33　33（LO）O　　O　　O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正50～200　9　　67　　67（3．2）　0　　　0　　　0
　　　　　　　　　Month
図14．福岡県地先有明海におけるコウライアカシタ

　　ビラメ0歳魚分布密度の採集水深別季節変化
　　（採集個体数／100㎡，1991～1992）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　　　早津江川筑後川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．．．。．　　　　　　　．。　　㌦
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・　　・　　　’　　　。　　　．15㌔
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　　　　＼の④．、鱒　　4』・　』、　31
鋤傑・一拶塵㌧』、』、．，1

図15．福岡県地先有明海における底質の粒度組成　　図16.潮汐にともなうコウライアカシタビラメ
　　　（表示方法は図6と同様）　　　　　　　　　　　　　0歳魚採集量の変化（同一定点での連続
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採集，上：5月，下：7月，福岡県地先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有明海（1992））

m水深の分布密度が5月中旬に極端に減少しているのは，上述の大雨後の調査に対応している．一方，ア

カシタビラメでは成長にともなう明瞭な分布域の変化は認められなかった．調査海域では1歳魚あるいは

2歳魚と推定されるアカシタビラメも採集され，生活史を通して調査海域を生息域としていると考えられ

る．ただし，アンケート調査によると，アカシタビラメ幼稚魚の分布は，夏季は島原半島沿岸を除く有明

海全体で報告されたのに対し，冬季は熊本県沿岸で多く報告されている．また，図13でも秋季から冬季に

かけてはやや沖側に分布が広がっている傾向が見られる．したがって，本調査では調査域が限られている

こともあって，分布域の変動が不明確になっている可能性もある．
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（2）一2　環境条件と0歳魚分布との関係

調査海域は，干潟がよく発達することで知られた有明海湾奥部で，筑後川を始め多くの河川が流入し物

理環境は変化に富んでいる16）．1991年の調査で両種の0歳魚が採集された定線の底層水温は8．0～28．6℃，

底層塩分は0．01～31．45に及んだ。底質は河口域や澪筋に泥分が高く，沖側の干潟（州）や調査海域南部では

砂の比率が高くなる傾向が見られた（図15）．しかしながら，有明海湾奥東部の底質の粒度は複雑で17)，定

期的に行われる船通しの浚渫等の影響で変動も大きいと考えられる。採集調査及び聞取り調査の結果は，

コウライアカシタビラメが成長にともないより泥分の少ない海域へ分布するようになる傾向を示唆したが，

今後，飼育実験での検証も含め，粒度組成と分布との対応を解析する必要があろう．なお，アカシタビラ

メでは分布と底質との間に特定の傾向は認められなかった。

　調査海域のマクロベントスでは環形動物及び軟体動物の橈現頻度が高いことが報告18）されており，今

回の調査でも特定の定点を除き多毛類が優先していた．一方，コウライアカシタビラメの食性にっいて検

討したところ（表5），調査したすべての体長階級でヨコエビ類の出現頻度が高く，体長80mmまでの0歳魚

では橈脚類も多く出現した．食性調査は予備的な段階であり，環境中の餌料生物とシタビラメ類の分布の

関連は今後の課題として残されたが，ヨコエビ類は泥底より砂泥底の海域に優占することから，底質と餌

料生物及びシタビラメ類の分布の関係を明らかにすることがシタビラメ類の増殖場造成を進める上で重要

と考えられた．

　潮汐がコウライアカシタビラメ0歳魚の分布に与える影響を沖端川沖で連続採集により調査した．調査

は小潮に行い，干潮時の水深が約2mの澪筋に定線を設定した．連続採集調査は5月・7月に各1回行っ

たが，ともに0歳魚の入網は潮止まりの満潮及び干潮時に少なく，潮の動いている時間帯に多かった（図

16）、調査は，干潟が発達する海域に生息する多くの異体類で知られる潮汐にともなう活動周期（満潮時は

干潟上に分布し摂餌活動を行い，干潮には澪筋に分布する）19－21）が本種にも当てはまることを想定して

行った．今回は一定線のみでの調査結果であり，摂餌状況については今後解析の予定であるが，得られた

結果は，必ずしも想定した活動周期と一致しなかった．潮汐にともなう分布移動は、環境中の餌料生物と

摂餌活動との関係を解析する上でも重要な要素であり，漁獲効率，地盤高等の条件も考慮して、今後さら

に検討する必要があろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘要

1．ヒラメ及びシタビラメ類2種（コウライアカシタビラメ及びアカシタビラメ）を対象に，成長にともな

　う分布，移動（深浅移動）と環境条件との関係を，海中構築物による環境改善に注目して検討した．

2．長崎県南部の海域では3月からヒラメ0歳魚の成育場への移入が始まり，6，7月には大型個体（BL

　　：70～100㎜）から順次成育場を移出すると推定された。

3．成育場内での主要な分布水深は成長にともない深→浅→深と変化した．加津佐町地先の調査海域では，

　成育場移出後の移動は急激かっ長距離にわたって行われることが推察され，成育場沖合での採集調査及

　び並型魚礁周辺域の潜水観察では0歳魚の分布を確認できなかった．

4．一方，成育場移入期（着底期）の0歳魚の分布，生残に対する餌料生物（アミ類）環境の強い影響を示唆

　する結果が得られ，餌料生物培養による増殖場造成が有効と考えられた．

5．有明海湾奥東部をシタビラメ類2種が成育場としていることが確認された．

6．調査水域への0歳魚の移入期間は，コウライアカシタビラメが3～5月，アカシタビラメが7～10月

　と推定され，コウライアカシタビラメでは成長にともないより深い，より泥分の少ない海域に分布する

　傾向がみられた．一方，アカシタビラメでは明瞭な分布域の変化は認められなかった．

7．調査海域は潮汐流が卓越し，底質も複雑であることから，今後さらに調査を進め，潮汐流，底質，餌

　料生物分布とシタビラメ類の分布，移動の関係を解明する必要がある．
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